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:I円I::. 早尽 腎動脈狭窄症に対する経皮的腎動脈形

成術 (P  T R A)  と保存的治療の有効性を比

較した最近の 2 つの大規模臨床試験で、 p T 

R A の優位性が示されなかったことから、 世

界的に腎動脈狭窄症に対する P T R A の実施

は躊躇されるようになった。 方で、 両試験

は、 担当医が P T R A により有効性が得られ

る可能性が高いと判断した症例は除外されて

おり、 適応選択に資する情報は乏しい。 我々

は日本人の腎動脈狭窄症への P T R A の適応

判断の参考となる情報を得るため、 P T R A 

の有効性に関係する因子の検討を行った。

方法 2 0 0 1 年,..., 2 0 0 5 年に国立循環器

病センタ で初回の P T R A を実施した、 血

行動態上有意と考えられる腎動脈狭窄症の連

続 5 0 症例を後ろ向きに観察した。 主たる評

価項目は P T R A 後の血圧改善 （平均血圧で

5 m m H g 以上の降圧または服用降圧薬の減

量の複合）、 P T R A から 1 年後の血清クレア

チニン値から推定した糸球体濾過量 (e  G F 
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R)  の変動と した。 P T R A の有効性に寄与

しうる因子と して P T R A 前の年齢、 性別、

体格指数、 耐糖能異常の有無、 脂質異常症の

有無、 両側腎動脈狭窄の有無、 血管抵抗係数

(R  I ）、血漿レニン活性、平均血圧、 e G F 

R および造影剤使用量 （腎機能予後のみ） を

想定し、 これらと血圧改善ならびに e G F R 

の変動との相関を検討した。

結果 症例の原疾患別の内訳は動脈硬化性 4

2 例、 線維筋性異形成 6 例、 高安動脈炎 2 例

であり、 平均年齢は 6, 5 歳であった。 p 
T R A 前の血圧 1 5 2 3 / 8 

゜
3 m m H 

g は P T R A 後に 1 3 2 6 / 7 3 2 m m 

H g と統計学的有意に低下し； 降圧は 1 年後

も維持された。 服用降圧薬数も平均 1 ， 8 
剤から P T R A 後に 1 2 8 剤と統計学的有

意に減少したが、 1 年後には 1 ， 5 剤と前
値に戻った。 血圧改善が 7 3 %の症例に認め

られた。 血清クレアチニン値から推定した糸

球体濾過量 (e  G F R)  は P T R A の前後で
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統計学的に有意な変動は見られなかった。 血

圧改善を予測しうる因子はなかった。 P T R 

A 前の R 1 高値と耐糖能異常の存在は腎機能

の予後不良と相関していた。 耐糖能異常の存

在は R 1 高値と相関していることが知られて

おり、 本研究でも同様の相関が認められたこ

とから、多変量解析では R I と、年齢、性別、

B M I および造影剤使用量を加えたモデルで

補正を行った。 補正後も R 1 高値と腎機能の

予後不良との間で統計学的に有意な相関を認

めた。 病型分類別では線維筋性異形成と高安

動脈炎は症例数が少なく評価困難であったが、

動脈硬化性の腎動脈狭窄．症に限定した解析で

は全体と同 の結果が得られた。

結論 血行動態上有意な腎動脈狭窄症に対し

て、 P T R A は血圧を低下させた 方で腎機

能の改善は得られなかった。 血圧改善を予測

しうる因子はなかった。 P T R A 前の R I 古向

値は 腎 機能の予後不良を予測する因子であっ

た。 (1 ， 1 7 3 文字）


